




















































































ってしまった (Smith and Alexander, 1988)。また，RCA は，中央研究所主導で
開発されたビデオディスクの失敗により，経営が大幅に悪化し，１９８６年に GE















































































































化された (decentralized)」研究開発として議論を進めている (Siggelkow and
Levinthal, 2003)。図２は，一般的な研究が想定する (a) 集権化された研究開発，
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よりも効率的に行うことが可能である (Arora et al., 2014)。一方で，事業の枠
を超えた情報は蓄積されにくく，そのような情報を収集するには集権化された
組織の方が効率的である (Olson et al., 1995)。また，特定の技術に関するロー
カルな情報の蓄積が進むと，外部の情報を遮断するフィルターが形成されてし
まい，これまで組織内で検討されてこなかった有望な技術機会を見過ごす可能















































Silverman, 2004) が存在する一方で，事業部門と研究部門との情報交換 (Olson
et al., 1995)，自律的な判断が促すモチベーション向上 (Jansen et al., 2006)，顧












すという側面 (von Hippel, 1986) と，顧客からの情報が逆にイノベーションを
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